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豪雨になる前に！
●お住まいの地域に土砂災害警戒情報（警戒レベル４相当情報）が発表されたら、自治体からの警戒レベル４避難指示の発令に留意し、土砂
キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）などを参考にし、地域内の方々に声をかけあい近くの避難場所など、安全な場所に避難しま
しょう。 特に、お年寄りや障がいのある人など避難に時間がかかる人や、夜中に大雨が想定される場合は、警戒レベル３高齢者等避難が発
令されたタイミング等で早めに避難することがより安全です。
●土砂災害の多くは木造の１階で被災しています。浸水などで避難場所への避難が困難なときは、近くの頑丈な建物の２階以上や、家の中で
より安全な場所（がけから離れた部屋や２階など）に移動しましょう。
●普段から避難訓練に参加し避難に慣れていれば避難行動を起こしやすくなります。市町村などがおこなう土砂災害の避難訓練に参加しま
しょう。

土砂災害について

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。ふだんと違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

斜面の土塊が地下水などの影響により、
すべり面に沿ってゆっくりと斜面下方へ移
動する現象。一般的に広範囲に及び移動
土塊量が大きいため甚大な被害を及ぼす
可能性が高い。

山腹や渓床を構成する土砂石礫の一部が
雨などによって水と一体となり、一気に下
流へ押し流される現象。流速 20～
40km/h で一瞬のうちに人家などを壊滅
させてしまう。

雨などの影響によって、土の抵抗力が弱ま
り、急激に斜面が崩れ落ちる現象。ひとた
び人家を襲うと逃げ遅れる人も多く、死者
の割合も高い。

土砂災害は、大きく分けてがけ崩れ（急傾斜地の崩壊）、土石流、地滑りの３種類に分類される。
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土砂災害防止法に基づき、都道府県は調査を実施し、土砂災害のおそれのある区域を以下の通り指定しています。

建築物に損壊が生じ、住民等の生命又は身体に著しい危害が
生じるおそれがある区域土砂災害　特別警戒区域(レッドゾーン)

土砂災害　警戒区域(イエローゾーン) 住民等の生命又は身体に危害が生じるおそれがある区域


